
Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

日本海溝・千島海溝周辺海溝型
地震におけるTEC-FORCE活動計画
（受援計画）について

北海道開発局ホームページへはこちらから。

北海道開発局長記者会見資料
令和６年１１月２７日



日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震におけるTEC-FORCE活動計画
（受援計画）について

北海道開発局は、令和６年１１月に日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震における
TEC-FORCEの活動計画（受援計画）を策定しました。地震発生時、全国から800人＊1～
1,120人＊2のTEC-FORCE隊員が北海道へ応援に来ます。

＊1：日本海溝型地震発生時、＊2：千島海溝型地震発生時＊3：運輸・航空局職員70名含む

○中央防災会議
(令和5年5月中央防災会議幹事会決定）

○国土交通省
(令和6年3月国土交通省策定）

○北海道開発局
（令和6年11月北海道開発局策定）

【計画策定の流れ】
○『日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震』
における応急対策活動を策定

北海道開発局策定

○『日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震』
におけるTEC-FORCE活動計画（全体）を策定

○『日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震』
における受援計画を策定

・救助・救急、消火等
（TEC-FORCE派遣人数(1,580人＊3)を決定）
・医療・物資調達
・燃料、電力・ガス、通信臨時供給

・『日本海溝地震』発生時は、
隊員の約５割（800人）を北海道へ派遣。
・『千島海溝地震』発生時は、
隊員の約７割（1,120人）を北海道へ派遣。

・TEC-FORCEの具体的な受入体制を策定
（隊員及び災害対策機械の活動場所・進
出方法等を策定）
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